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審判 主審 副審

東海大第四 津軽
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ 3 1 0 0 3 4 ＊ 2 0 1 0 1

5 ＊ 6 1 1 1 3 5 ＊ (C) 22 3 6 1 2

6 ＊ 8 2 1 0 5 6 - - - - -

7 ＊ 17 3 3 2 2 7 ＊ 15 1 3 6 2

8 4 0 2 0 0 8 ＊ 5 1 1 0 1

9 - - - - - 9 - - - - -

10 - - - - - 10 - - - - -

11 - - - - - 11 ＊ 10 0 4 2 3

12 - - - - - 12 - - - - -

13 - - - - - 13 8 0 4 0 1

14 5 1 1 0 2 14 - - - - -

15 ＊ (C) 11 0 5 1 2 15 - - - - -

16 - - - - - 16 - - - - -

17 - - - - - 17 - - - - -

18 - - - - - 18 - - - - -

54 8 13 4 17 62 5 19 9 10

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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東海大第四 54
●

２日目 決勝トーナメント１回戦

結
果 (青　森)○

2GA2
期 日
試合区分

会 場 広島県立総合体育館

　立ち上がり津軽はDefでプレッシャーをかけ相手のミスを誘い、＃５の３P、＃７のドライブなどで得点を重ねていく。
対する東海大第四はフリースローで先制するも、残り１分までフィールドゴールの得点がなく、６－２１の津軽リードで
１Qを終わる。２Q、東海大第四はDefを変え、流れをつかもうとするが得点できない。一方津軽も、相手のDefにター
ンオーバーが続き得点が伸びない。残り３分、東海大第四はスティールからの速攻が連続で決まり、１４－２３と点差
を一ケタにする。しかし、津軽はタイムアウト後＃５の連続シュートで、１４－２９とロースコアの展開で前半を終える。
　３Q、津軽は＃１３のゴール下、＃５の３Pで得点。対する東海大第四はDefを２－１－２ゾーンにし、スティールから
速攻、＃７の３Pで得点。リズムが出てきた東海大第四はDefのプレッシャーを強め、＃７、＃１４の３P、＃１５のゴー
ル下などで残り３分、３３－３９と点差を縮める。津軽タイムアウト後も流れは変わらず、３７－３９の２点差になり３Qを
終わる。４Q、津軽はゾーンのゴール下をうまく攻め、＃１３、＃５が得点。東海大第四は津軽のゾーンプレスにミスが
続き、残り５分、３９－４７、残り３分、４１－５３になったところで連続してタイムアウトを取る。東海大第四は、Defをフ
ルコートのゾーンプレスに変え、攻めては＃５、＃６、＃４の３Pが連続して決まり、残り１分９秒、５４－５８まで詰め寄
る。しかし、津軽はファウルからのフリースローを確実に決め、最後は５４－６２で東海大第四を振り切った。
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